
 長い休業期間、色鮮やかに花咲く季節に、幼稚園で子供たちの声が聞こえないことが、こ

んなにも寂しいものなのだと痛感していました。保護者の皆様も、これまで経験したことのな

い事象に、不安が大きかったことと思います。また、ご家庭での過ごし方にたくさんの工夫や

ご苦労もあったことでしょう。「どこかで子供たちや保護者の皆様と繋がっていたい！」とい

う気持ちで発信していた園のホームページ、親子で一緒に観て楽しんでいただけたという声を

聞き、とても嬉しかったです。また、健康確認の電話連絡で、お子様と直接お話できたことも、

担任にとって大切な機会となりました。  

休業期間中、職員で園内研修の機会を作りました。  

同じ文献を読んで学び、子供たちが主体的に遊びを  

楽しむために大切なことは何かをじっくり話し合い、  

皆で課題を見付けることができました。「この学び  

をこれからの保育に生かしたい」と、担任も期待を  

膨らませています。  

いよいよ園生活が再開します。園では分散登園やグループ遊びの場の設定、園舎の消毒手順

など、三密を避け、安心して過ごせるための方策を立てました。保護者の皆様には、引き続き

ご理解・ご協力をいただきますようお願いいたします。何かご心配や不安なことがありました

ら、いつでもご相談ください。また、今年度は行事や活動など、例年とは違った方法で取り組

むこともあります。園の教育活動を見直す機会と捉え、子供たちにとってよりよい取り組みと

なるよう工夫していきたいと思います。  

今年度も、子供たちや保護者の皆様の笑顔で溢れる一年となるよう努めます。どうぞよろし

くお願いいたします。  
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再会の喜びを胸に 
主任教諭 種田 保子 

 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年少・うさぎ組 

○保育者に親しみをもち園生活に慣れる。  
○園の一日の流れやルールを知り、簡単な身の周りのしまつの仕方や片付
け方を知る。  

○好きな遊びを見つけて楽しむ。  

 
 
 
 
年中・りす組 

○新しい環境に親しみをもち、友達や教師と一緒に遊ぶ楽しさを感じる。 

○自分でできることに喜びをもって、身の回りのことをすすんで行う。 
○身近な自然と触れ合い、遊びに取り入れて楽しむ。  

 
 
 
 
年長・いるか組 

○年長になった喜びや期待をもち、自分なりの目的をもって遊びや生活を

進めていく。  

○新しい環境に自分から関わり、好きな場や遊びを見つけ、友達と一緒に

楽しむ。 

○野菜や植物に興味をもって世話をし、生長や変化に気付く。  

令 和 ２ 年 ６ 月 １ 日  

荒川区立尾久第二幼稚園  

園  長    高  橋 美  香  

６月の保育のねらい  



 

 


